
地域整備方針 

（さいたま市） 

地域名称 整備の目標 都市開発事業を通じて増進すべき都市機

能に関する事項 

公共施設その他の公益的施設の整備及び

管理に関する基本的事項 

緊急かつ重点的な市街地の整備の推進に

関し必要な事項 

大宮駅周辺地

域 

〔都市再生緊急整備地域〕 

東北圏・北陸圏・北海道と繋がる交通結

節点として、駅前広場や歩行者空間の拡

充とともに、大宮駅の機能高度化により、交

通機関相互の結節機能を強化 

また、交通結節点としての利便性や多様

な地域資源を活かした新たなイノベーショ

ンの創出を目指した、東日本の対流拠点に

ふさわしい魅力と賑わいを備えた都市空間

を形成 

これらの整備と合わせ、狭隘な道路や老

朽化建物を更新することにより、防災性を

強化し、災害に強い強靭な都市基盤を形

成 

〇東日本連携を促進させ、イノベーション

の創出を誘発する、オフィス・ホテル・会

議室等の都市機能の集積 

〇交通ターミナルとして、歩行者中心の移

動環境及び、ゆとりある駅前空間の創出

等により、交通結節機能を強化 

〇狭隘な道路や老朽化建物の更新と併せ

て街区再編や災害時対策の推進による

防災機能の強化 

〇公共施設の再編による大規模な土地活

用により、都市機能を強化 

〇駅周辺の賑わい創出のため、周辺市街

地の再編に併せ、交流空間や、回遊性・

利便性向上のための歩行者ネットワーク

を創出 

〇駅機能高度化を図るため、鉄道相互間

の乗り換え利便性向上に向けた駅改良

や、回遊性・防災性強化に向けた東西

通路を確保 

〇ユニバーサルデザインに配慮した、安

心・安全、便利・快適な駅、及び駅前空

間を整備 

〇駅周辺における自動車の混雑緩和のた

め、ハード・ソフト両面から自動車ネットワ

ークの再構築を図る施策等を導入 

〇駅及び駅周辺街区では、東日本の玄関

口にふさわしい駅前景観と沿道ごとの特

色を活かした、都市空間の誘導 

〇駅周辺において公共施設と建築物との

一体的な整備等による都市開発事業の

促進 

〇都市開発事業における敷地内緑化・屋

上緑化などヒートアイランド対策を誘導 

〇都市開発事業における建築物等の高断

熱化・省エネルギー化等により地球温暖

化対策を誘導 

〇都市開発事業において、未利用エネル

ギーの活用、自立分散型かつ高効率な

エネルギーシステムの導入を誘導 

〇大規模災害発生時における駅周辺の滞

留者等の安全確保に資する退避施設、

備蓄倉庫、情報伝達施設等の整備を推

進 

〇官民連携による賑わいの創出やまちの

持続性、防犯対策等に繋がるエリアマネ

ジメントの導入 



地域整備方針 
（常滑市） 

地域名称 整備の目標 
都市開発事業を通じて増進すべき 

都市機能に関する事項 

公共施設その他の公益的施設の 

整備に関する基本的事項 

緊急かつ重点的な市街地の 

整備の推進に関し必要な事項 

中部国際空港

東・常滑りんく

う地域 

〔都市再生緊急整備地域〕 

国際拠点空港である中部国

際空港が立地する空港島及び

空港対岸部のりんくう地域に

おいて、2020 年の東京オリン

ピック・パラリンピック、2026

年のアジア競技大会、2027 年

度のリニア開業を見据え、空港

の立地特性を生かし、国内外か

ら人・モノ・カネ・情報を呼び

込む国際交流拠点を形成 

（空港東地域） 

○ 増加するインバウンド等に対

応する国際ゲートウェイ機能

の強化

○ 国内外との優れたアクセス環

境や愛知・中部の圧倒的なモノ

づくりの集積を生かし、国内外

の多様な技能・技術を有する企

業・人材等の交流により、新産

業の創出、既存産業の高度化へ

と繋げるＭＩＣＥ機能の強化

○ 国際交流拠点として、都市の魅

力の向上と賑わいの空間を創

出する商業・業務、文化・レク

リエーション、滞在・宿泊、情

報発信など、多様な都市機能の

強化

○ 日本の空港で唯一の総合保税

地域や超大型貨物輸送に対応

可能な港湾機能を生かした、我

が国のものづくりを支える国

際物流機能の強化

○ 大規模災害時等に対応できる

都市防災機能の強化

（空港東地域） 

○ 空港・鉄道駅・各交流拠点施

設との回遊性を高めるとと

もに、災害時の避難経路とし

ても活用できる安全・快適な

歩行者ネットワークの形成

○ 公共交通の結節点としての

乗換利便性の向上

○ 空港島への交通アクセスの

向上及び空港島と空港対岸

部の一体性を高める交通ネ

ットワークの強化

（空港東地域） 

○ 国内外との優れたアクセス環境や

愛知・中部の圧倒的なモノづくりの

集積を生かし、さらなる人・モノ・

カネ・情報の活発な交流に資する都

市開発事業を促進

○ 都市開発事業において、災害時にお

ける避難誘導路や退避施設、備蓄倉

庫などの整備による滞留者・帰宅困

難者対策を促進

○ 太陽光発電等の再生可能エネルギ

ーや水素エネルギーの利活用等に

よる低炭素なまちづくりを促進

○ 来訪者の利便性を高め、交流拠点性

を強化するため、無料公衆無線 LAN

（フリーWi-Fi）の整備等によるイ

ンターネット接続環境の強化・充実

○ 官民連携のエリアマネジメントに

よるまちづくりの推進



 （りんくう地域） 

○ 中部臨空都市において、既存の

大規模商業施設を核として、商

業・業務、文化・レクリエーシ

ョン、滞在・宿泊等の機能の充

実を図り、周辺の水辺環境とも

調和した潤いある魅力的な賑

わい空間を創出 

○ 既存市街地において、適切な土

地利用転換により新たな都市

機能を導入し、中部臨空都市と

共生する複合市街地を形成 

○ 大規模災害時等に対応できる

都市防災機能の強化 

（りんくう地域） 

○ 親水空間や公園・緑地等の整

備による潤いある快適な町

並み景観の形成 

○ 空港島からの交通アクセス

の向上及び空港島と空港対

岸部の一体性を高める交通

ネットワークの強化 

（りんくう地域） 

○ 遊休地等の土地利用転換を推進し、

国際交流拠点にふさわしい都市機

能を導入 

○ 国内外との優れたアクセス環境や

愛知・中部の圧倒的なモノづくりの

集積を生かし、さらなる人・モノ・

カネ・情報の活発な交流に資する都

市開発事業を促進 

○ 都市開発事業において、災害時にお

ける防災行政無線等による避難誘

導や退避施設の確保などによる滞

留者・帰宅困難者対策を促進 

○ 官民連携のエリアマネジメントに

よるまちづくりの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地域整備方針 

（東京都） 

地域名称 整備の目標 
都市開発事業を通じて増進すべき 

都市機能に関する事項 

公共施設その他の公益的施設の 

整備及び管理に関する基本的事項 

緊急かつ重点的な市街地の 

整備の推進に関し必要な事項 

東京都心・臨

海地域 

 

〔都市再生緊急整備地域〕 

日本の経済を牽引する高次の中枢業務機能の

ほか、商業、居住、文化、交流など多様な都

市機能の集積と、主要幹線道路等の整備によ

る都市基盤の強化を通じて、国際的なビジネ

ス機能等を備えた拠点としてふさわしい景観

にも配慮した賑わいと魅力のある都市空間を

形成 

 

 

 

 

 

 

 

（大手町、丸の内、有楽町） 

東京都心において、我が国の顔として、歴史

と文化を活かしたうるおいと風格ある街並み

を形成しつつ、高次の業務機能とそれを支え

る高度な支援機能を備えた金融をはじめとす

る国際的な中枢業務・交流拠点を形成 

この際、併せて、商業・文化・交流などの多

様な機能を導入することにより、にぎわいと

回遊性のある都市空間を形成 

 

 

○国際金融をはじめとする中枢業務拠点にふ

さわしい高次の業務機能とこれを支える商

業・文化機能等多様な機能の導入 

・高次の業務機能と、高度な専門性を有する

業務支援機能の強化 

・業務機能を支え、アメニティを高める商業・

文化・交流・宿泊機能等を強化 

・業務機能を支える人材育成・就業者支援・

情報通信拠点機能を強化 

 

○国際化に対応した、教育・医療・情報提供・

カンファレンス・滞在型宿泊機能等を誘導 

 

○成田・羽田空港と直結する交通拠点機能の

強化 

 

○震災等に対応できる都市防災機能の強化 

 この際、人口・機能等が特に集積する大規

模ターミナル駅周辺において都市防災機能

の一層の充実 

 

 

○東京駅周辺において、東京駅舎を保存・復

元するとともに、駅前広場や街路等を整備

することにより、東京の顔にふさわしい景

観を確保するとともに、交通利便性を向上 

・丸の内側については、駅前広場の整備や行

幸通りの景観整備により、我が国の顔とな

る空間を形成 

・丸の内仲通りの機能を延伸し、にぎわいの

創出と回遊性を確保 

・駅周辺の回遊性を高めるため地上・地下の

歩行者ネットワークを充実・強化 

・八重洲側については、駅前広場を再整備 

 

○大都市における環境の再生のモデルとし

て、日本橋川の再生を検討 

この際、あわせて首都高速道路のあり方を

検討 

 

○その他、以下を実施 

・建築物の更新により整備される敷地内空地

や地下歩道などのネットワーク化等により

安全・快適な歩行者空間を確保 

・大手町、丸の内、有楽町地域の駐車場につ

いて、公共と民間、民間相互の連携などに

より、効率的なネットワーク化を地域にお

いて検討 

・公共的空地の確保や道路沿道の緑化、保水

性舗装などの実施によりヒートアイランド

現象の緩和に寄与 

・国際金融拠点にふさわしい多言語標記サイ

ン等の充実 

・エネルギーネットワークを始め、供給処理

施設の機能更新及び強化により、発災時に

も自立した機能を確保 

 

○丸の内の仲通りに面した地域などにおいて

は、通りに面した壁面の位置や高さを整え

るなどにより、風格ある街並みの形成に資

する都市開発事業を促進 

 

○国際的なビジネスセンターにふさわしい拠

点性と象徴性を備えた国際競争力の強化に

資する景観形成にも配慮した都市開発事業

を促進 

 

○東京駅などの未利用の容積を活用しつつ、

用途の配置や容積の配分を適正に行うこと

により、メリハリのある高度利用を実現 

 

○日本橋川の沿川においては、水辺環境を生

かした都市開発事業を促進 

 

○都市開発事業における敷地内緑化・屋上緑

化･壁面緑化や排熱抑制などヒートアイラ

ンド対策を誘導 

 

○地区継続計画の作成や防災施設整備等の推

進 

 

○地域主体のエリアマネジメント組織等によ

る公的空間の管理・運営により地域の活性

化を推進 

 

○都市開発事業における建築物等の高断熱

化・省エネルギー化等により地球温暖化対

策を誘導 

 

○都市開発事業において、自立・分散型かつ

効率的なエネルギーシステムの導入を誘導 



 

 

 

○都市機能が集積しエネルギーを高密度で消

費する拠点地区において、複数街区にまた

がる面的ネットワークの整備によるエネル

ギーの自立化・多重化など、地域特性に応

じた災害時の業務機能などの継続に資する

整備を誘導 

 

○大規模災害発生時におけるターミナル駅周

辺の滞留者等の安全確保に資する退避施

設、備蓄倉庫、情報伝達施設等の整備を推

進 

 

（日本橋、八重洲、銀座、兜町、茅場町、八

丁堀） 

東京都心や周辺部において、老朽建築物の機

能更新や土地の集約化等により、歴史と文化

を生かしたうるおいと風格ある街並みを形成

しつつ、国際的な業務・金融・商業機能や高

度な業務支援機能・生活支援機能等が適切に

調和した魅力ある複合機能集積地を形成 

特に、中央通りを中心とした地域においては、

魅力とにぎわいにあふれた国際的な商業・観

光拠点を形成 

 

 

○業務・金融・商業機能等を高度化と、これら

を支える多様な機能の導入と居住・宿泊機能

等を強化 

・建築物の低層階に商業・文化・交流機能等の

導入により商業機能を強化 

・高度な専門性を有する業務支援機能の強化 

・業務・商業機能との調和に配慮した居住・宿

泊機能等の強化を促進 

 

○国際化に対応した、教育・医療・情報提供・

カンファレンス・滞在型宿泊機能等を誘導 

 

○震災等に対応できる都市防災機能の強化 

 この際、人口・機能等が特に集積する大規

模ターミナル駅周辺において都市防災機能

の一層の充実 

 

 

○東京駅周辺において、東京駅舎を保存・復

元するとともに、駅前広場や街路等を整備

することにより、東京の顔にふさわしい景

観を確保するとともに、交通利便性を向上 

・駅周辺の回遊性を高めるため地上・地下の

歩行者ネットワークを充実・強化 

 

○東京駅前地域の再開発と連携したバスター

ミナルの整備や都営浅草線東京駅接着の検

討などによる空港アクセスの強化 

 

○大都市における環境の再生のモデルとし

て、日本橋川の再生を検討 

この際、あわせて首都高速道路のあり方を

検討 

 

 

○その他、以下を実施 

・建築物の更新により整備される敷地内空地

や地下歩道などのネットワーク化等により

安全・快適な歩行者空間を確保 

・銀座地域や東京駅前地域において、駐車場

や荷さばき場の集約的な整備を地域におい

て検討 

・公共的空地の確保や道路沿道の緑化、保水

性舗装などの実施によりヒートアイランド

現象の緩和に寄与 

・国際金融拠点にふさわしい多言語標記サイ

ン等の充実 

・市街地の更新にあたり、公共公益施設の整

備状況とバランスのとれた計画的な開発を

誘導するとともに、特に八丁堀駅周辺では、

必要となる公共公益施設を再編及び充実 

 

○八重洲の外堀通り等に面した地域において

は、交通基盤の強化の連携などにより、東

京の玄関口に相応しい都市開発事業を促進 

 

○国際的なビジネスセンターにふさわしい拠

点性と象徴性を備えた国際競争力の強化に

資する景観形成にも配慮した都市開発事業

を促進 

 

○銀座の中央通り等に面した地域などにおい

ては、通りに面した壁面の位置や高さを整

えるなどにより、歩行者空間の充実と、魅

力ある商業空間の形成を図る都市開発事業

を促進 

 

○歴史的建造物の機能更新等にあたっては、

これを生かした都市開発事業を促進 

 

○日本橋川の沿川においては、水辺環境を生

かした都市開発事業を促進 

 

○都市開発事業における敷地内緑化・屋上緑

化･壁面緑化などヒートアイランド対策を

誘導 

 

○都市開発事業における建築物等の高断熱

化・省エネルギー化等により地球温暖化対

策を誘導 

 

○都市開発事業において、自立・分散型かつ

効率的なエネルギーシステムの導入を誘導 

 

○都市機能が集積しエネルギーを高密度で消

費する拠点地区において、複数街区にまた

がる面的ネットワークの整備によるエネル



ギーの自立化・多重化など、地域特性に応

じた災害時の業務機能などの継続に資する

整備を誘導 

 

 

○地域の特性を生かしたエリアマネジメント

により、地域が主体となって、まちのにぎ

わいや魅力を創出 

 

○大規模災害発生時におけるターミナル駅周

辺の滞留者等の安全確保に資する退避施

設、備蓄倉庫、情報伝達施設等の整備を推

進 

 

（日比谷） 

東京都心において、文化・交流機能の集積や

隣接する日比谷公園の環境を活かし、多様な

機能が複合した風格とにぎわいのある都心拠

点を形成 

併せて、周辺エリアとつながる緑豊かな回遊

拠点を形成 

 

 

 

 

○文化・芸術機能や迎賓・交流機能の歴史と集

積を活かした、文化・交流機能の強化 

 

○まちのにぎわいを創出する、飲食・物販機能

やイベント機能等の導入 

 

○中枢業務機能、国際金融機能、国際カンファ

レンス機能、情報通信拠点機能、高次なイン

フラ機能などの更新・強化 

 

○隣接する日比谷公園を活かした緑やうるお

いの充実 

 

○震災等に対応できる都市防災機能の強化 

 

 

 

 

○日比谷地域において、回遊性の向上を図る

歩行者ネットワークの強化や地域の顔とな

る魅力的な公園、ＪＲや地下鉄の駅と隣接

した広場空間の整備を検討 

 

 

 

○隣接する日比谷公園や周辺エリアとの回遊

性の向上、緑豊かな広場等の整備、多様な

機能の導入等による魅力ある都市空間の形

成に資する都市開発事業を促進 

 

○国際的なビジネスセンターにふさわしい拠

点性と象徴性を備えた国際競争力の強化に

資する景観形成にも配慮した都市開発事業

を促進 

 

○都市開発事業における敷地内緑化・屋上緑

化･壁面緑化や排熱抑制などヒートアイラ

ンド対策を誘導 

 

○都市開発事業における建築物等の高断熱

化・省エネルギー化等により地球温暖化対

策を誘導 

 

○都市開発事業において、自立・分散型かつ

効率的なエネルギーシステムの導入を誘導 

 

○都市機能が集積しエネルギーを高密度で消

費する拠点地区において、複数街区にまた

がる面的ネットワークの整備によるエネル

ギーの自立化・多重化など、地域特性に応

じた災害時の業務機能などの継続に資する

整備を誘導 

 

○都市開発事業において、備蓄倉庫の設置や

一時滞留可能な空間を確保することによ

り、帰宅困難者対策を誘導 

 

○隣接する日比谷公園と連携した地区継続計

画の作成や防災施設整備等の推進 



 

○地域主体のエリアマネジメント組織等によ

る公的空間の管理・運営により地域の活性

化を推進 

 

（環状二号線新橋周辺・赤坂・六本木） 

中央官庁街に近接し、大使館等が数多く立地

する地域において、環状２号線の整備とその

沿道土地利用の促進を図るとともに、国際金

融・業務・商業・文化・交流機能や生活・業

務支援機能など多様な機能を備えたにぎわい

にあふれた国際性豊かな交流ゾーンを形成 

この際、緑豊かな地域特性を生かしたうるお

いのある都市空間を形成 

また、浜松町駅より海側の地域においては、

地域の資源である浜離宮恩賜庭園、旧芝離宮

恩賜庭園や海を意識しながら景観や環境にも

配慮しつつ、内外の企業が魅力を感じられる

国際競争力の高いビジネス拠点を形成 

 

 

 

 

○良好な住環境を備えた居住機能のほか、国際

金融をはじめとする業務・商業・文化・交流・

宿泊等の多様な機能の誘導及び高度な専門

性を有する業務支援機能の強化 

 

○国際化に対応した、教育・医療・情報提供・

ＭＩＣＥ・カンファレンス・滞在型宿泊機能

等を誘導 

 

○新橋駅周辺の交通結節機能の強化 

 

○国際化に対応した浜松町駅周辺の交通結節

機能の強化及びバリアフリーネットワーク

の強化 

 

○震災等に対応できる都市防災機能の強化 

 

○環状２号線、環状３号線等の整備による広

域的な交通利便性を向上 

 

○国際化に対応した浜松町駅周辺開発にあわ

せ、東京モノレール浜松町駅の改良やバス

ターミナル再整備などによる交通結節機能

の強化及び歩行者ネットワークの強化 

 

○環状２号線周辺においては、道路と沿道が

一体となって風の道となる空間を確保し、

快適で魅力的な街並みを形成 

 

○道路や敷地内通路等の連携による地上・地

下の重層的な歩行者ネットワーク等の充実

や、駅や周辺の開発に併せた交通結節機能

の強化 

 

○その他、以下を実施 

・都市開発事業に関連した道路整備により、

地域内道路網を強化 

・環状２号線周辺地区において、駐車施設の

集約的な整備を地域において検討 

・まとまった公共的空地の確保・緑化や保水

性舗装などの実施によりヒートアイランド

現象の緩和に寄与 

・国際金融拠点にふさわしい多言語標記サイ

ン等の充実 

 

 

 

○環状３号線と補助４号線にはさまれた区域

（補助２号線の西側）及び赤坂地区・六本

木地区における良好な住環境を備えた区域

においては、周辺市街地との環境に十分調

和するよう配慮した都市開発事業を促進 

 

○国際的なビジネスセンターにふさわしい拠

点性と象徴性を備えた国際競争力の強化に

資する景観形成にも配慮した都市開発事業

を促進 

 

○環状２号線周辺の土地利用の更新にあわ

せ、細分化した街区の再編による大街区化

を誘導し、緑豊かなオープンスペースや機

能的な道路空間を創出 

 

○都市開発事業における敷地内緑化・屋上緑

化･壁面緑化などヒートアイランド対策を

誘導 

 

○六本木地区においては、防犯対策とまちづ

くりの取組の連携協働により、魅力ある繁

華街の再生を促進 

また、学校、国際交流施設等の地区独自の

文化性、国際性に富んだ資源を活用 

 

○地域の特性を生かしたエリアマネジメント

により、地域が主体となって、まちのにぎ

わいや魅力を創出 

 

○浜松町駅周辺においては、竹芝地区をはじ

め、エリアマネジメントとの連携も図りつ

つ、防災性の向上やエネルギー対策を推進 

 

○また、浜松町駅から竹芝ふ頭に至る歩行者

動線の強化や緑の創出・ネットワークの充

実を図り、地区内の回遊性の向上や小笠原

及び伊豆七島への玄関口としてふさわしい

景観を形成 

 

○都市開発事業における建築物等の高断熱

化・省エネルギー化等により地球温暖化対

策を誘導 



 

○都市開発事業において、自立・分散型かつ

効率的なエネルギーシステムの導入を誘導 

 

○都市機能が集積しエネルギーを高密度で消

費する拠点地区において、複数街区にまた

がる面的ネットワークの整備によるエネル

ギーの自立化・多重化など、地域特性に応

じた災害時の業務機能などの継続に資する

整備を誘導 

 

○都市開発事業において、備蓄倉庫の設置や

一時滞留可能な空間を確保することによ

り、帰宅困難者対策を誘導 

 

（晴海、豊洲、有明北、有明南、台場、青海、

東雲） 

都心に近接し、陸・海・空の卓越した交通条

件にある東京臨海部において、物流機能の転

出等に伴い発生した低未利用地の大規模な土

地利用転換等により、職・住・学・遊の多様

な魅力を備え国際的に情報発信を行う先導的

な拠点を形成 

この際、水辺の環境をいかしてアミューズメ

ント・文化・商業などの機能を導入し、都市

観光にも資するバランスのとれた魅力的な複

合市街地を形成 

 

 

 

○職・住・学・遊の多様な機能の複合市街地

の形成 

 

○この際、新しい産業の育成など先導的な機

能を導入 

・大学や研究所などと連携した次世代型の産

業・業務・情報機能等の導入 

・港湾機能や優れた空港アクセス機能を活か

した首都圏の物流・交通拠点機能の強化 

・魅力とにぎわいを創出するアミューズメン

ト、文化、商業、交流機能の導入 

・都心との近接性や水辺環境を活かした居住

機能の導入 

 

○震災等に対応できる都市防災機能の強化 

 

○国際的に情報発信を行う先導的な拠点とし

て、ＭＩＣＥ機能の更なる強化により、ビ

ジネスや観光等の都市機能を充実 

 

 

○東京都心部へのアクセス機能等の強化など

広域的な交通利便性を向上するための幹線

道路や公共交通を整備 

（幹線道路） 

・環状２号線の整備 

・首都高速道路晴海線の整備  

・国道３５７号（東京港トンネル）の整備 等 

（公共交通機関） 

・水上交通ネットワークの形成の検討 

 

○さらに、中長期的には、民間の開発状況や

広域的な交通ネットワークの形成等を勘案

しつつ、需要に応じた交通基盤の整備につ

いて検討 

・地下鉄８号線の延伸を検討 

 

○豊洲新市場の整備 

 

○防災機能の強化 

・外郭堤防、水門の耐震化など、当該地域に

おける防災施設の整備促進 

 

○大規模土地利用転換にあたり、公共公益施

設の整備状況とバランスのとれた計画的な

開発を誘導するとともに、居住機能の配置

に伴い必要となる教育・福祉等の生活関連

の公共公益施設を整備 

 

○その他、以下を実施 

・水際の遊歩道や歩道状空地等の確保による

親水性のある歩行者ネットワークを形成 

・公共的空地の確保や保水性舗装などの実施

 

 

○計画的なまちづくりに配慮しつつ、暫定的

な土地利用への柔軟な対応の促進 

 

○地域の市街地像を共有化し、一体的かつ総

合的に都市開発事業を促進 

 

○都市開発事業における敷地内緑化・屋上緑

化･壁面緑化などヒートアイランド対策を

誘導 

 

○豊洲埠頭地区において、まちづくりと一体

となったエネルギーの面的利用の推進や再

生エネルギー・未利用エネルギーの活用な

ど、最先端技術の導入による低炭素社会を

誘導 

 

○都市開発事業における建築物等の高断熱

化・省エネルギー化等により地球温暖化対

策を誘導 

 

○都市開発事業において、自立・分散型かつ

効率的なエネルギーシステムの導入を誘導 

 

○都市機能が集積しエネルギーを高密度で消

費する拠点地区において、複数街区にまた

がる面的ネットワークの整備によるエネル

ギーの自立化・多重化など、地域特性に応

じた災害時の業務機能などの継続に資する

整備を誘導 

 

○都市開発事業において、備蓄倉庫の設置や

一時滞留可能な空間を確保することによ



によりヒートアイランド現象の緩和に寄与 

 

り、帰宅困難者対策を誘導 

 

○ＭＩＣＥ機能の拡充による国際的なビジネ

ス交流拠点の形成や、アフターコンベンシ

ョン機能の更なる拡充に資する都市開発事

業を促進 

 

○地域の特性を生かしたエリアマネジメント

により、地域が主体となって、まちのにぎ

わいや魅力を創出 

 

（佃、月島、勝どき、豊海、湊、入船、新富、

明石町、築地） 

個性を生かしたまちづくりと計画的な大規模

開発による機能更新により、都心を支える居

住機能を強化した魅力的な複合市街地を形成 

 

 

 

○良好な居住機能を強化しつつ、あわせて、業

務・商業・文化・交流機能の導入による複合

市街地を形成 

・都心との近接性や水辺環境を活かした居住

機能の強化 

・魅力とにぎわいを創出する業務・商業・文

化・交流機能等の導入による複合的な都市

機能を強化 

 

○震災等に対応できる都市防災機能の強化 

 

 

 

○東京都心部へのアクセス機能等の強化など

広域的な交通利便性を向上するための幹線

道路や公共交通を整備 

（幹線道路） 

・環状２号線の整備 

（公共交通機関） 

・水上交通ネットワークの形成の検討 

 

○さらに、中長期的には、民間の開発状況や

広域的な交通ネットワークの形成等を勘案

しつつ、需要に応じた交通基盤の整備につ

いて検討 

 

○防災機能の強化 

・外郭堤防、水門の耐震化、隅田川のスーパ

ー堤防の整備など、当該地域における防災

施設の整備促進 

 

○大規模土地利用転換にあたり、公共公益施

設の整備状況とバランスのとれた計画的な

開発を誘導するとともに、居住機能の配置

に伴い必要となる教育・福祉等の生活関連

の公共公益施設を整備 

 

○その他、以下を実施 

・水際の遊歩道や歩道状空地等の確保による

親水性のある歩行者ネットワークを形成 

・公共的空地の確保や保水性舗装などの実施

によりヒートアイランド現象の緩和に寄与 

 

 

 

○密集市街地においては、従前居住者の居住

の確保や周辺市街地の都市環境との調和な

どに十分配慮する都市開発事業を促進 

 

○月島地区などにおいては、良好な街並みの

形成、防災性の向上、住・商・工が調和し

た魅力ある市街地の形成に資する都市開発

事業を促進 

 

○都市開発事業における敷地内緑化・屋上緑

化･壁面緑化などヒートアイランド対策を

誘導 

 

○豊洲に新市場を整備した後の築地地区を中

心とした将来のまちづくりを検討 

 

○都市開発事業における建築物等の高断熱

化・省エネルギー化等により地球温暖化対

策を誘導 

 

○都市開発事業において、自立・分散型かつ

効率的なエネルギーシステムの導入を誘導 

 

○都市機能が集積しエネルギーを高密度で消

費する拠点地区において、複数街区にまた

がる面的ネットワークの整備によるエネル

ギーの自立化・多重化など、地域特性に応

じた災害時の業務機能などの継続に資する

整備を誘導 

 

○都市開発事業において、備蓄倉庫の設置や

一時滞留可能な空間を確保することによ

り、帰宅困難者対策を誘導 

 

○地域の特性を生かしたエリアマネジメント

により、地域が主体となって、まちのにぎ



わいや魅力を創出 

 

〔特定都市再生緊急整備地域〕 

日本経済の中心地である都心から臨海部の一

体的な地域において、本社機能の高度な集積

や国内外へのアクセス機能、国際色豊かな地

域特性を生かし、国際競争力向上に資する先

進的なビジネス支援機能の導入促進、外国人

が住みやすい居住環境の充実などを一体的に

推進 

 

   

 

 



地域整備方針 

（大阪市） 

地域名称 整備の目標 都市開発事業を通じて増進すべき 
都市機能に関する事項

公共施設その他の公益的施設の 
整備及び管理に関する基本的事項

緊急かつ重点的な市街地の 
整備の推進に関し必要な事項

大阪京橋駅・大阪ビジ
ネスパーク駅周辺・天
満橋駅周辺地域 

〔都市再生緊急整備地域〕 
充実した交通インフラ、豊かな自然環
境等の立地条件を活かし、環境への配

慮や防災性の向上を図りながら、既に
集積している高次都市機能のリノベー
ション（機能更新）を進め、魅力ある

複合的な国際拠点を形成  
また、大阪のシンボルであり、本市の
経済成長戦略上、観光戦略上重要な拠

点でもある大阪城公園の魅力の向上の
取り組みと併せ、にぎわい創出を図り、
大阪城公園の玄関口としても魅力ある

複合的な国際拠点を形成 
大阪都心部最大級のみどりがあり、国
際観光拠点である大阪城公園に隣接し

た交通ターミナルとして、観光客など
来訪者の誘致や滞在を促進する複合的
な都市機能の集積を図り、関西広域の

観光資源を繋ぐハブ拠点を形成 

（大阪ビジネスパーク駅周辺） 
○大阪城公園の活性化に向けた取り組みと連携

し、地区の環境への配慮や防災性の向上を図り

ながら、国際的な業務・商業機能の充実・強化

○併せて、来訪者などにとってにぎわいと魅力が

感じられる空間の形成を図り、上記と一体とな
って複合的な国際拠点機能を形成

（天満橋駅周辺） 
○業務・商業機能の集積を活かしながら、大阪城

公園の玄関口にふさわしい観光拠点機能を強
化

○併せて、耐震性の向上など防災性の向上や、環
境への配慮を図りながら、土地の高度利用を促
進し、業務・商業機能や学術機能等を充実・強

化

（京橋駅周辺） 
○地下鉄・京阪・JRの３駅で一日に約50万人が行

き交うターミナル駅にふさわしい基幹商業機

能のさらなる強化

○国際観光拠点としての商業機能の強化と共に、

大阪城・OBPと連携した観光サポート機能の強
化を図り、高質な宿泊機能の導入等による駅前
のポテンシャルを向上

○ターミナル駅である京橋駅と大阪城公園と
の緊密な連携を確保するため、建物低層部、

公開空地、道路等を活用した、連続性のある
にぎわい豊かな歩行者空間を整備

○河川に囲まれた地区として水辺空間の親水
性を向上させるためのにぎわい空間の整備

○ターミナル駅である天満橋駅と大阪城公園

の間の回遊性・利便性を高め、地区のにぎわ
いを創出するため、バスターミナル改修等に
あわせて、円滑な移動のための通路、広場等

の歩行者空間の整備

○親水性を向上し歩行者ネットワークを形成

するための大川の河川沿いの歩行者空間を
整備

○ターミナル駅としてふさわしい駅利用者の
利便性向上に資する交通結節拠点としての

機能整備

○駅間や大阪ビジネスパークとの安全で快適

な歩行者ネットワークを形成するため立体
的な歩行者空間を整備

○観光客のアクセス性の改善や公共空間のに
ぎわい創出等を通じた国際観光拠点として
のターミナル駅の機能拡充

○国際水準のオフィス環境を整備するとともに、
最新の低炭素技術の導入や、太陽光や河川水、

風力といった新エネルギーを活用した地域エ
ネルギーシステムの導入など、環境に配慮した
まちづくりを促進

○地域の事業継続性の確保のための取り組みの
推進による災害に強いまちづくりの促進

○水辺空間、公開空地等の再整備や歴史・景観資

源の活用による地域全体の回遊性・利便性の向
上、及び観光拠点機能の充実

○官民連携の防災体制づくりなど、地域の事業継
続性の確保のための取り組みの推進による災
害に強いまちづくりの促進

○地域の事業継続性確保のための取り組み推進、
大阪城公園や大阪ビジネスパーク地区との連

携による災害に強いまちづくりの促進

○大規模災害発生時におけるターミナル駅周辺

の滞留者等の安全確保に資する待避施設等の
整備を推進



地域整備方針 
（東京都） 

地域名称 整備の目標 
都市開発事業を通じて増進すべき 

都市機能に関する事項 

公共施設その他の公益的施設の 

整備及び管理に関する基本的事項 

緊急かつ重点的な市街地の 

整備の推進に関し必要な事項 

品川駅・田町

駅周辺地域 

〔都市再生緊急整備地域〕 

○品川駅を中心とした鉄道施設の機能更新や

駅前広場・歩行者空間などの都市基盤整備

により、広域交通の拠点性を強化し、東京

と国内外を結ぶサウスゲートにふさわしい

交通結節点を形成 

 

○品川駅周辺では、新幹線や羽田空港などへ

のアクセスの利便性、臨海部、東京南部の

産業とも連携可能な立地特性や、運河など

の地域資源を生かし、業務、商業、研究、

交流、宿泊、居住などの多様な機能が集積

する、新拠点を形成 

 

○東京湾からの「風の道」の確保や、大規模

公園、緑地、運河などを活用した水と緑の

ネットワークの形成、下水再生水や下水熱

の有効利用などにより、環境負荷を軽減す

る先進的な環境モデル都市を形成 

 

○田町駅周辺の大規模な低・未利用地におけ

る業務、商業、居住、教育、文化等、多様

な都市機能の整備や、既存市街地の街区再

編、機能更新など、計画的な土地利用転換

により、安全かつ快適な駅施設をはじめと

した公共空間などの整備により、魅力的な

複合市街地を形成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（品川） 

○広域交通における利便性の高さを活かし、

国際的なビジネス機能の導入を推進 

 

○業務機能を支え、国際化に対応したカンフ

ァレンス・文化・交流・賑わい・宿泊機能

等の誘導 

 

○運河、自然、文化等の地域資源を活かした

居住環境の誘導 

 

○震災等に対応できる都市防災機能の強化 

 

（品川） 

○鉄道で分断された地域の一体化を目指し、

緊急輸送道路等に繋がる東西連絡性の強

化・改善 

・環状４号線、東西連絡道路、第二東西連絡

道路等の整備 

・京浜急行線品川第一踏切の解消 

 

○羽田空港の国際化やリニア中央新幹線の整

備を契機に、乗換えの利便性向上を図ると

ともに、ユニバーサルデザインに配慮し、

安全で快適な駅空間を形成 

・駅施設や駅前広場、歩行者デッキ等の大規

模改良 

 

○既存の歩行者デッキや地形の高低差等に配

慮した歩行者ネットワークの形成を促進 

 

○都市開発事業とあわせて国道１５号等を整

備するとともに安全で快適に回遊できる広

場やデッキを整備 

 

○品川駅北周辺地区において、駐車場や荷さ

ばき場の集約的な整備を地域において検討 

 

 

○都市開発事業において、建築物等の高さの

制限や配置等の工夫などによる風の道の確

保を誘導 

 

○都市開発事業における敷地内緑化・屋上緑

化･壁面緑化などヒートアイランド対策を

誘導 

 

○都市開発事業における建築物等の高断熱

化・省エネルギー化等により地球温暖化対

策を誘導 

 

○都市開発事業において、自立・分散型かつ

効率的なエネルギーシステムの導入を誘導 

 

○都市機能が集積しエネルギーを高密度で消

費する拠点地区において、複数街区にまた

がる面的ネットワークの整備によるエネル

ギーの自立化・多重化など、地域特性に応

じた災害時の業務機能などの継続に資する

整備を誘導 

 

○都市開発事業において、備蓄倉庫の設置や

一時滞留可能な空間を確保することによ

り、帰宅困難者対策を誘導 

 

○運河、自然、歴史等の特徴を活かした、地

域の顔となる魅力的な景観形成に配慮した

都市開発事業を誘導 

 

○田町駅前及び駅周辺の防災機能の確保を誘

導 

 

○札の辻交差点西側の既存斜面緑地の保全、

再生により、地域特性を生かした潤いある

街並みの誘導 

 

（田町） 

○業務、商業、住居、教育、産業支援、文化、

交流などの多様な機能を誘導 

 

○震災等に対応できる都市防災機能の強化 

（田町） 

○国内外からの来街者が安全で快適に利用で

きる交通結節点として、東西自由通路及び

駅前広場を整備 

 

○東西自由通路から連続する歩行者デッキ、

緑豊かな歩行者空間の整備等による、歩行

者ネットワークを充実・強化 

 

○芝浦公園の拡張・再整備 

 



〔特定都市再生緊急整備地域〕 

羽田空港の国際化やリニア中央新幹線の整備

を契機に、広域交通の拠点性を強化し、東京

と国内外を結ぶサウスゲートにふさわしい交

通結節点を形成し、業務、商業、研究、交流、

宿泊、居住、教育、文化などの多様な機能が

集積する、魅力ある新拠点を形成 

○地域の特性を生かしたエリアマネジメント

により、地域が主体となって、まちのにぎ

わいや魅力を創出



地域整備方針 

（東京都） 

地域名称 整備の目標 
都市開発事業を通じて増進すべき 

都市機能に関する事項 

公共施設その他の公益的施設の 

整備及び管理に関する基本的事項 

緊急かつ重点的な市街地の 

整備の推進に関し必要な事項 

新宿駅周辺地

域 

 

〔都市再生緊急整備地域〕 

東京駅周辺などとともに我が国の国際的な中

枢業務機能を担う拠点を形成 

併せて、商業、文化等の集積による多様な魅

力を備え回遊性のある観光・交流拠点を形成 

 

 

 

 

○新宿駅の駅前広場周辺においては、商業・

業務機能を充実・強化 

 

○新宿駅周辺における歩行者交通機能の改

善・強化 

 

○放射６号線、国道２０号などの幹線道路の

整備に併せた業務・商業・文化・交流・居

住機能等の複合市街地形成 

 

○西新宿の業務地域に近接する密集市街地に

おいては、防災機能の向上と居住機能をは

じめとする複合市街地を形成 

 

○震災等に対応できる都市防災機能の強化 

 この際、人口・機能等が特に集積する大規

模ターミナル駅周辺において都市防災機能

の一層の充実 

 

 

○幹線道路等の整備により広域的な交通利便

性を向上 

（幹線道路） 

放射６号線、環状５の１号線、国道２０号

（新宿跨線橋の架け替え）等の整備 

 

○駅周辺の回遊性を高めるため、駅東西を結

ぶ自由通路の整備など立体的な歩行者ネッ

トワークを充実・強化 

 

○駅東側の地下通路等における災害時の安全

な空間の確保を誘導 

 

○その他、以下を実施 

・駅前広場など道路下の駐車場整備を地域に

おいて検討 

・都市開発事業に関連した道路整備により、

地域内道路網を強化 

・公共的空地の確保や保水性舗装などの実施

によりヒートアイランド現象の緩和に寄与 

・駐車場や荷さばき場の集約的な整備を検討 

 

○密集市街地においては、従前居住者の居住

の確保や周辺市街地の都市環境との調和な

どに十分配慮した都市開発事業を促進 

 

○新宿駅の駅前広場周辺においては、地域の

顔となる魅力的な景観形成に配慮した都市

開発事業を促進 

 

○都市開発事業における敷地内緑化・屋上緑

化･壁面緑化などヒートアイランド対策を

誘導 

 

○歌舞伎町地区においては、防犯対策とまち

づくりの取組の連携協働により、魅力ある

繁華街の再生を促進 

 

○都市開発事業における建築物等の高断熱

化・省エネルギー化等により地球温暖化対

策を誘導 

 

○都市開発事業において、自立・分散型かつ

効率的なエネルギーシステムの導入を誘導 

 

○都市機能が集積しエネルギーを高密度で消

費する拠点地区において、複数街区にまた

がる面的ネットワークの整備によるエネル

ギーの自立化・多重化など、地域特性に応

じた災害時の業務機能などの継続に資する

整備を誘導 

 

○大規模災害発生時におけるターミナル駅周

辺の滞留者等の安全確保に資する退避施

設、備蓄倉庫、情報伝達施設等の整備を推

進 

 

○地域の特性を生かしたエリアマネジメント

により、地域が主体となって、まちのにぎ

わいや魅力を創出 

〔特定都市再生緊急整備地域〕 

乗降客数が日本一のターミナルを有し、新宿

副都心として発展してきた業務・商業機能を

生かし、住宅、商業、文化、教育、宿泊、医

療等の集積による多様な魅力を備えた、国際

的な中枢業務・交流機能を担う拠点を形成 

 

   

 



地域整備方針 
（東京都） 

地域名称 整備の目標 
都市開発事業を通じて増進すべき 

都市機能に関する事項 

公共施設その他の公益的施設の 

整備及び管理に関する基本的事項 

緊急かつ重点的な市街地の 

整備の推進に関し必要な事項 

渋谷駅周辺地

域 

 

〔都市再生緊急整備地域〕 

特徴ある地形のもとで形成された商業・業

務・文化・交流機能の集積を生かし、周辺の

みどり豊かな環境と調和をとりつつ、多世代

による先進的な生活文化等の世界に開かれた

情報発信拠点を形成 

駅施設の機能更新と再編を進めるとともに、

それを契機に周辺地域での街区再編および開

発の連鎖による総合的なまちづくりを推進

し、駅から周辺の個性的な街へ連続する、に

ぎわいと回遊性のある、災害に強く、安全・

安心で歩いて楽しい都市空間を形成 

 

 

○文化・情報発信力をさらに高め、渋谷の活

力を強化させるため、様々な世代のニーズ

に対応し、国際的にも通用する先端的で魅

力ある都市機能として、世界に開かれた文

化・交流・発信機能や、クリエイティブコ

ンテンツ産業等の先進的な業務機能、産業

育成機能、賑わいを強化する商業機能等を

積極的に充実・強化 

 

○地域の活力を継承・発展させ国際競争力の

向上に寄与するため、最先端の文化や情報

をリアルタイムに世界へ発信する生活文化

等の情報発信機能の強化 

 

○ユニバーサルデザインに配慮しつつ、乗換

え利便性、羽田空港との結節性の向上、ゆ

とりある駅前広場や歩行者空間の拡充など

により、交通結節機能を強化 

 

○老朽建築物の更新に合わせた街区再編や災

害時対策の推進による防災機能の強化 

 

○国内外からの来街者の多様な活動・交流を

支える観光支援・宿泊機能等の充実・強化 

 

○地域の活力を継承・発展させる世界に開か

れた生活文化の情報発信機能の強化 

 

○多様で持続的な地域活動及び地域コミュニ

ティの形成を支える居住機能と生活支援機

能の強化 

 

○震災等に対応できる都市防災機能の強化 

 この際、人口・機能等が特に集積する大規

模ターミナル駅周辺において都市防災機能

の一層の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

○駅中心地区の自動車交通の錯綜を改善し安

全な歩行者空間を確保するため、ハチ公広

場を含めた東西駅前広場を再編・拡充し、

駐車・駐輪施設や、駐車場ネットワーク、

周辺の街路を整備するとともに、周辺地域

と連携した効果的な交通処理を実現する施

策等を導入 

 

○東京メトロ副都心線と東急東横線との相互

直通化及び地下化 

 

○乗換え利便性の向上や分かりやすい動線の

確保を図るとともに、ユニバーサルデザイ

ンに配慮した安全で快適な駅空間を形成す

るため、銀座線等を含む駅施設の大規模改

良を検討 

 

○地形の高低差の解消やまちの分断の改善な

ど、地形的特性に対応した立体的な歩行者

ネットワークの形成を促進 

・都市開発事業とあわせて駅前広場や国道 

246号等を活用し、駅と周辺地域をつなぐ地

下広場、地下通路、デッキの整備 

・駅東西及び周辺地域を結ぶ自由通路等の整

備 

・建築空間等を活用した上下移動が容易な動

線の確保 

 

○公共的空地や道路沿道の緑化、保水性舗装

などの実施により、景観づくりやヒートア

イランド現象の緩和に寄与 

 

○地域に点在する歴史・文化資源を活かし、

来街者が楽しむことができ、地域の人々と

交流することができる賑わいのある公園・

広場等の整備 

 

○駅及び駅周辺地区の基盤整備にあわせ、都

市型集中豪雨対策として、雨水貯留槽整備

などによる浸水・冠水対策を強化 

 

 

○都市開発事業に関連した道路整備により、

 

○駅中心地区において公共施設と建築物との

一体的な整備等により、限られた空間に多

様な機能の集積を図る都市開発事業を促進 

 

○駅中心地区においては、渋谷らしさを活か

しながら新しい渋谷の顔となる拠点を形成

するため、街の玄関口にふさわしい駅前の

景観と、沿道ごとの特色を生かした個性的

な街並みの形成を促進 

 

○建築敷地内の空地の活用や鉄道上空等の活

用により、地域内の回遊性を高める歩行者

ネットワークの形成を促進 

 

○道路や公園などのみどりの厚みを生み出

し、また渋谷川などの水辺を生かした良質

な空間を創出する都市開発事業を誘導し、

周辺とも連動した水とみどりのネットワー

クを形成 

 

○都市開発事業間での連携のもと、災害時の

避難場所で地域の防災活動を支援する広場

空間や建築敷地内の溜まり空間などを創出

し、災害に強いまちづくりを推進 

 

○周辺地域において、防犯対策とまちづくり

の取組の連携協働により、魅力ある繁華街

の再生を促進 

 

○都市開発事業における敷地内緑化、屋上緑

化、壁面緑化などヒートアイランド対策を

誘導 

 

○駅中心地区において、街区間で連携したエ

ネルギー管理の合理化や、面的なエネルギ

ーネットワークの形成等により、総合的な

エネルギー効率の向上を図る都市開発事業

を誘導し、環境負荷低減に向けた取組みを

促進 

 

○公民連携によるエリアマネジメントの取組

みや、まちの持続的・広域的な成長を発信

する取組みの検討 



地域内の道路網を強化 

 

 

 

 

○都市開発事業における建築物等の高断熱

化・省エネルギー化等により地球温暖化対

策を誘導 

 

○都市開発事業において、自立・分散型かつ

効率的なエネルギーシステムの導入を誘導 

 

○都市機能が集積しエネルギーを高密度で消

費する拠点地区において、複数街区にまた

がる面的ネットワークの整備によるエネル

ギーの自立化・多重化など、地域特性に応

じた災害時の業務機能などの継続に資する

整備を誘導 

 

○大規模災害発生時におけるターミナル駅周

辺の滞留者等の安全確保に資する退避施

設、備蓄倉庫、情報伝達施設等の整備を推

進 

 

〔特定都市再生緊急整備地域〕 

渋谷駅の機能更新と周辺都市基盤の再編を契

機に、魅力ある商業、業務、文化・交流機能

の充実を図るとともに、次世代による先進的

な生活文化等の世界に開かれた情報発信拠点

を形成 

 

   

 



地域整備方針 
（東京都） 

地域名称 整備の目標 
都市開発事業を通じて増進すべき 

都市機能に関する事項 

公共施設その他の公益的施設の 

整備及び管理に関する基本的事項  

緊急かつ重点的な市街地の 

整備の推進に関し必要な事項 

 

池袋駅周辺地域 

〔都市再生緊急整備地域〕 

○都市計画道路の整備や駅施

設及び周辺市街地の再編を

契機に、駅前広場、東西連絡

通路の整備により、回遊性・

利便性の高い歩行者中心の

まちに都市構造を転換する

とともに、商業・業務・芸術・

文化・交流・情報発信機能等

の集積する拠点を形成 

〇駅周辺においては、老朽建

築物や細分化した敷地の統

合など、街区再編の推進と併

せて、歩行者ネットワークや

緑の創出を図るとともに、造

幣局跡地を活用して、防災公

園の整備と併せた連鎖的な

開発により、木造密集市街地

の改善を図るなど、駅周辺の

防災性の向上と連動して、地

域全体の防災対応力を強化 

 

〔特定都市再生緊急整備地域〕  

池袋駅及び周辺市街地の都

市基盤の再編と併せて、文

化・芸術等の育成・創造・発

信・交流等の機能の充実・強

化を図るとともに、魅力ある

商業、業務機能等を集積し、

国際アート・カルチャー都市

を形成 

 

○駅及び周辺市街地の再編に併せ

て、バスターミナルや駐車場等

の公共施設を整備するととも

に、駅前広場や歩行空間の拡充

により、ユニバーサルデザイン

に配慮した駅周辺の交通結節機

能の強化を推進 

〇既存の劇場等の文化施設や道

路・公園等の公共空間とも連携

し、芸術・文化の情報発信・育

成・交流・産業支援機能、にぎ

わいを強化する商業機能を積極

的に充実・強化 

〇国内外からの来街者の多様な活

動・交流を支える観光支援・宿

泊機能等の充実・強化 

〇駅周辺では、老朽建築物や細分

化した敷地の統合などの街区再

編の推進により業務・商業機能

の更新を図るとともに、防災公

園整備と併せた木造密集地域の

改善を図る連鎖的な開発の実施

や既存ストックの活用等によ

り、多様で持続的な地域活動・

コミュニティの形成を支える居

住・生活支援機能の強化 

〇造幣局跡地において、文化・交

流機能（教育・研究）の整備促

進 

 

○都市計画道路（環状 5 の 1 号

線・補助 81 号線等）の整備を

契機に、駅前広場の改良等によ

り、駅周辺の自動車交通の転換

を図り、安全・安心の歩行者空

間を創出 

〇駅施設や周辺市街地の再編に

併せて、地域の回遊性、乗換利

便性、防災性の向上を図る歩行

者ネットワークの形成を促進 

・駅の東西を連絡する地下通路

の拡幅・整序 

・地下通路と地上部との連続

性・一体性の確保 

・駅と周辺市街地との回遊性の

向上と地域の防災力を高める

東西連絡通路等の整備 

・建築空間等を活用した上下移

動が容易な動線の確保 

〇都市開発事業と併せて、駅前

広場を再編し、バスターミナ

ル・駐車・駐輪・荷捌場施設な

どの整備を促進 

〇乗換利便性の向上や分かりや

すい動線の確保を図るととも

に、ユニバーサルデザインに配

慮した、安全で快適なターミナ

ル機能を強化 

 

○池袋駅中心地区においては、街の玄

関口にふさわしい、個性ある美しい

都市空間の形成を促進 

〇木造密集地域においては、従前の居

住機能の確保及び周辺市街地の都市

環境や街並みとの調和、建物の形

態・色彩など、良好な都市景観の形

成等に十分配慮し、都市開発事業や

既存ストックを活用したリノベーシ

ョンを促進 

〇駅周辺においては、まちづくりの取

組みと防犯対策の連携・協働により、

安全・安心で魅力ある繁華街の再生

を促進 

〇公民連携によるエリアマネジメント

により、公的空間の管理・運営、ま

ちのにぎわいや魅力を発信する取組

を推進 

〇都市開発事業において、敷地内・屋

上・壁面緑化等により、ヒートアイ

ランド対策を誘導 

〇都市開発事業における建築物等の高

断熱化・省エネルギー化等により、

地球温暖化対策を誘導 

〇都市開発事業において、未利用エネ

ルギーの活用、自立・分散型かつ高

効率なエネルギーシステムの導入を

誘導 



  
〇震災等に対応できる都市防災機

能の強化 この際、人口・機能

等が特に集積する大規模ターミ

ナル駅周辺において都市防災機

能の一層の充実 

 

〇地域に点在する文化・芸術資

源をいかし、情報発信や国内外

からの来街者が楽しみ、地域の

人々と交流することができる

にぎわいのある公園・広場等の

整備を促進 

〇造幣局跡地において、地域全

体の防災力強化のため防災公

園の整備を推進 

〇公共的空地や道路沿道の緑

化、遮熱性舗装などの実施によ

り、ヒートアイランド現象の緩

和を推進 

○都市機能が集積しエネルギーを高密

度で消費する拠点地区において、複数

街区にまたがる面的ネットワークの

整備によるエネルギーの自立化・多重

化など、地域特性に応じた災害時の業

務機能などの継続に資する整備を誘

導 

 

○大規模災害発生時における駅周辺の

滞留者等の安全確保に資する退避施

設、備蓄倉庫、情報伝達施設等の整備

を推進 
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